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1 海のお経昏田一陣解明のために   
貿易とアラビア半島   
古代◎中世の酉と東の世界も、現代と同じように、貿易をとおして深く結び付いていた  
ようである。内陸アジアを通る東西交易路は、シルクロト－ドと呼ばれているが、より太い  






















・一1－   
れていたか、現地の生活物資にどのような影響を与えたか、すなわち輸入品が生活向上に  
果たした役割、技術の変革に及ぼした影響、そのようなことを具体的な物のかけらから考  
えたいと思う。   








まることである。   
では、なにを研究の主要な資料としたらよいのだろうか。壊れて破片となり、捨てられ  
て土中に埋もれても、変色も腐食もせず、火災にあっても消えず、捨てられたままの状態  






ものがある。   
こうして、陶磁器を主とする出土品から東西貿易の歴史を考えるため、アラビア湾に面  
する遺跡で発掘をはじめることになった。  
望 ジュ施習ア婚遺跡の概要   
地理的自薦侯的環境   
東西世界の交流の歴史を考えるうえで、大きな手がかりを与えるであろう、アラビア湾  
のÅり口、ホルムズ海峡に近いラッセルカイマ首長国のジェルファル遺跡で発据喜ばじめ  
た（FiguTe17もeSiteofJulfar，marking thelocation of theexcavated point）。  
ラッセルカイマ首長国はアラブ首長国連邦の一番北にある首長国である。オマーンからホ  
ルムズ海峡に延びる山並みが海にせまっており≠ 山裾と海岸部に狭い平野がある。乾燥し  
たアラビア半島の中では、農業ができる国としても知られている。   
遺跡からはオマーンとの国境となる岩山がよく見える。切り立っ岩山と海岸の間には荒  
ー2－   
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そこに私はより大きな歴史的魅力を感じている。   
西アジア世界は、乾燥した気候の地域として知られている。しかし、アラビア湾沿岸は  
地中海気候の特徴も少し持っている。地中海気候は、夏ほ晴天。高温で乾燥し、冬に雨や  




月を過ぎると高温と乾燥のため、一切の縁が再び荒野になり、砂浜にもどる。   
遺跡のあった地域もこうした砂漠が広がり、その一部にオアシスや町がある。厳しい環  
境の中で人々は暮らしていたに違いない。そのような人々の生活を通して、遠く離れた世  
界との文すと的な交流を考えたいと思う。   















































ー5－   
ジュルファルが描き出きれることになる。1563年の地図にば、ポルトガルのジュルファル  








































を行うという結論をだした。   

















を発掘地点に選んだ（FiguTe2 ExcavatedSquares and ContouT Mapof southe門IPaTt  
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－8－   
の回数を重ねるに従って、しだいに調査の環境は快適になっていった。   
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6 発掘凄絶た遺構   
建物と竃、流   
それぞれの層位から、家屋、電、貯蔵究とゴミ究等が発見された。その上下関係を模式  











FIGⅥ檻3 SEC甘IO封D配鯛亙貼OFⅧ服STFACE¢野馳Ⅲ覗E C且望：6且－62  





FIGURE4 SECT10N DRAWING OF TI正WEST FACE OF SQUARE C12：62－63  




































－13－   
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層位ごとめ遺構   











を示している（Figure6 Plan of Leve17）。この層の下には、自然の貝の堆寮層などが  
あり、海水が湧き、人間が住んだ痕跡はない。C12：42では、貝の層、砂の層、そして砂と  
貝の層と続いていくようであり、砂と貝の層で海水が湧きだす。  
ー15一   
FtGしⅦ三6 PLAN OF LEVEL7  
一16－   






ことが多い。人々は無計画に空いている場所に家を建てたかもしれない。   




集して建てられるが、それが6A層である。道路ほ6A層の段階で作られている。   









いる。西側にほまったく奄がない。ゴミ究も少なかった。   
家の建てられた場所は、この付近ではもっとも高い部分であった。北側にむけて第7層  
の表面、すなわち第6層の面が傾斜して下がっているのである。   











－17－   
FIGLTRE7 PLAN OF L＾YER C OF L．EVEL6  
一18－   
FIGLTRE8 PL∧N OF L＾YER B OF LEVEL6  
一19－   
定できる。その他の柱跡は、第7層の砂内に掘りこまれたに違いないが、発見することが  
できなかった。この時期は、6C層よりも人口密度が高くなったか、居住期間が少し長かっ  
たのであろう。   




層で作られていた。住居の敷地の区画が明瞭になったのはこの時期からと推測できる。   
道路の堆衛士は非常にわかりやすく、乾燥してくると、道路面が指先で簡単に剥がれる。  
自然に少しずつ細かな泥が道路面に堆積し続け、その上を人々が歩いたためにやや中央部  
が窪むという状態になっている。第6暦では南側の道路Street Bは途中で南に折れ曲が  
るが、第5層、第4層と上層になると、この道路は真っ直ぐ西に延びるように変化する。  
道路の幅は2m弱であり狭いので、都市内部のメインとなる道路ではなく、弘道に近いも  
ののようである。発揮地域が都市の周辺部にあたり、住宅地であったためであろう。   







層の堆積土で覆われているから、最後まで使われたわけではない。   













一20一   
Fl（；tTRE9 PL蛸OF LAYER＾OF LEVEL6  
一21一   
の上に砂の層が載っている。DatePressAを部屋内に作った際に、電部分を埋めて通路部  




されたが、その場所ば比較的限られているようである。   



















いた。井戸であるかもしれないが、断定する根拠はない。   
敗MSe14と馳uselOの間仕切りの壁の一部は、肋uselOの中庭の外壁でもある泥レン  








－22－   
い範囲に堆積した部分が残る。   












ていた場所かもしれない。   
Street Bの南側の家はHol王Se9であり、壁際の室内の一部分だけが発掘区域に入った。  
部屋内に泥レンガによる低い仕切りがあり、台所と推定される狭い部分があった。その中  
からは、棒状の擦り石も発見されている。   
第 5 層   








であるが、西側外には電がある。   
Street Bの南側にもHouse12がある。第6層の葺ねuse9を発掘中に、その直上に同じ  
プランの家があることがわかった。ただし、House12が第6層の上層に入る可能性も考え  
られる。   
第 昂 層   
第4層（FiguTellPlan of Leve14）も、泥レンガと部分的に石と泥を用いた壁の建  
物、電、それに多くの柱跡群が発見された。House4の家壁の残りはよくないため、地面  
－23－   
しこJ、・  
FtGURElO PLAN OF LEVEL5  
－24－   
FIGURE11 PLAN OF LEVEL4  











とが馨しいことを、ここでも示している。6A層で作られた道路Str暖t Aも続けて使われて  
おり、道路際には台形の小石が並ぷ部分もある。Str暖tBは南に曲がっていた部分が、第  
5¢4層では酉に直線に延びるように変化したようである。   
第 冨 層   







何も見えなくなった。   
晩期Se2は内側に庭を持つ家のようにみえる。壁ば泥、泥に石混じりであり、泥レンガ  
は使われていない。西側と北側には泥壁の敷地境の痕跡がわずかに残っている。竃は室内  








た。こうして、方形や円形に並ぶ柱跡がしだいに明らかになってきた。   
主要な泥と泥レンガで作られた建物の東側に発見された柱跡群は、少し後で作られたこ  
－26－   
FIGLTRElユ PL九N OF LEVEL3  
ー27－   
とがわかった。泥作り建物の中庭に当たる部分はÅ，B，Cの三層に分かれ、柱跡欝はそのう  









はない。   
第望 8 瑠 層   











いる。土器寵はすぐに壊れたようで、教が多い。   









－28－   
ー1   
できないからである。しかし、第1層が堆積した検すぐに、この地域は廃墟になったのだ  






嘗 各層位戯年代推定と主要な出立晶   
それぞれの層位の年代は出土品、とくに大量に出土する陶磁器から推定することが可能  
である。   
第7層からは、中国の青磁と現地産らしい土器が多く出土する。中国の青磁は14世紀後  
半の竜泉窯の盛や鉢、碗が主で、第6層から出土する青磁とも類似しており句 ほぼ同じ年  
代と推定できる。数片に過ぎないけれども、中国の染付片も第7層から出土している。14  
世紀後半から15世紀初頭の層であろう。   
第6層はイランの白軸陶器が特徴的な製品で、中国の元時代や明時代前半の青磁や白磁  
も出土する。ただ、中国青磁の大部分は14世紀前半まで逆上るものではなく、14世紀中頃  
から後半のものである。この屈も14世紀後半から15世紀初頭と推定できる。   
第5層と第4層は類似した遺物が出土している。第6層に連続した年代であり、15世紀  
前半ころであろう。中国の青磁とイランの白軸陶器や割線文土器、現地産の土器が主な出  






























ン、 エジプトの遺跡でも、かなりの数量が発見されている。アラビア半島で施鞄陶器が作  















るときにボロボロの緑青が採集できた程度のものも多い。なかには硬い部分の残るものも   
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国の明初期の銅銭も一枚だけ発見された。割れた陶磁器に孔を開け、細い青銅経でつなぐ  
ことも一般的である。しかし、相磯の少なさから、ここで青銅製品が多く作られたとも思  
－31－   

































土器竃の中に足先の部分が焦げた状態で入っていた。   
刻みの入った牙、あるいは角もー本だけ出土している。きれいに切り取った面と、半分  
ー32－   
ほど切れ目をいれた部分が残っている。ここで、原材料を輸入して細工もしていたと思わ  













昏 出立晶愈覚提示する問魔   






















































－34－   
に視点の中心をおくことも必要である。中国陶磁器に視点を当てると、中国との貿易を重  
視してしまう傾向があるけれども、他の各地域の重要性を見失う恐れがあるだろう。   
地域圏を考える場合には、地域ごとの中心的な商業都市や政治都市を特定することも必  
要である。ジュルファル遺跡は地域困の中心的な港湾商業都市であったに違いない。その  
都市機能の果たした役割のなかで、出土品の歴史的な意味を考えたい。   







模倣すること、模倣しないことの両方に歴史的な意味があるに違いないしも どの部分を変  






瑠 ⑳ 貿易から文化交流番考亙る   
すでに紹介したような出土品から、アラビア湾を通って東西の物資が運ばれた状態をう  
かがい知ることができる。この港から内陸のオアシスの町∧㌔ ラクダの背に積まれて運殺  
された物資もあっただろう。ジェルファル遺跡は、帆船とキャラバンの交差する、海と陸  
の接点であったとも言える。風と砂に抱かれた遺跡に立っと、当時の繁栄の賑わいが聞こ  









ー35一   
さらに、空想と探検の旅を未知の世界◎アラビア半島で続けよう。  
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FIGURE 17   
FIGURE 18  
h．u＝leSe green WとIl－ヒ  a．Finds（earthenware，bone，Shell）  
d．Iraniam black painted ware  C．Olinese blue－and－White  
e。Ⅰ『amiam blue paimted闇a㌘e  F■Iranian green＋闇are  
h．Iranianincised ware   g．Iranianmoulded waTe  
一43一  
FIGUt‡E 19  
b．Earthenware of RAX  a．EaTthen闇are Of RAK  
c．Painted earthenware of RAK  d。Glass；Smalljar  
e．Glass；bangles  f．Beads，rlng，Sma11round stone  
g．Wα通en c珊  h．Stone stand（？）   
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